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自然史標本はどこにある？
　佐久間（2016）の推計では、平成25年博物館総合調査などに基づく
と大学・博物館に所蔵される自然史標本はおよそ2,400万点、そのお
よそ83％は全国43の大規模施設に収蔵されるが、一方で少数の標
本のみを保管する小規模施設は全国に数多く、これらの殆どは専門
の学芸員がいない、歴史・民俗系の博物館などと思われる。さらに、こ
れらの統計に表れない未知の大規模資料もあると考えるべきだろう。

博物館自然史資料は、大規模館だけでなく、地域の特色を示す小規模館のものも含め

日本の多様な地域生態系を具体に示し、証拠立て、将来の研究資源となる重要資産



自然史専門の学芸員がいないところでも資
料が保全されるためには
•自然史標本はどんな特徴が
あって、どんな価値があって、ど
ういうケアが必要化の理解を広
めることが必要。

•ごく簡単な標本の維持管理のた
めのマニュアルが重要。

•自然史系学芸員が読むような
網羅的なものでなくA3両面で収
まるような、理解を形成するよう
なもの

高槻市自然博物館作成のリーフレット
これを基本に簡易パンフ現在作成中



文化財関係者への理解形成重要

• 文化財関係者向けのマニュアル作成や研修実施
は重要

• 文化財担当者へどのような通知分が出せるか

• 文化財担当者がコンタクトできる専門家はどこにい
るか

• 🡺ネットワーク推進室が作ったビデオのような文化
財担当者向けの紹介や、展示を通じた問題提起
は重要

『被災自然史標本の処置例と減災対策』

『陸前高田市立博物館コレクションが遺す地域の自
然と文化』

いずれもYouTubeで見られます



2020年、新たに整備された制度と拠点



文化遺産防災という大きな枠組み
•自然史標本もレスキュー
対象として明記
🡺文化財保護法から範囲
を拡大

•一方で博物館資料を始
め自然史資料を公的に
保全する法的根拠はま
だない
🡺博物館法改正でも課題

https://ch-drm.nich.go.jp/wp-content/uploads/2020/09/guideline.pdf



初動体制を他人任せにしない

•都道府県や市町村の防災計画
の中で、博物館、自然史標本は
どうなっているか

•業界団体（「推進会議参画団
体」）のとりくみは重要
🡺自然史系にかかわっては

• 国立科学博物館

• 全国科学博物館協議会

• 西日本自然史系博物館ネット
ワーク

https://ch-drm.nich.go.jp/wp-content/uploads/2020/09/guideline.pdf



自治体は認識しているか？

•例えば「大阪府文化財保存活用
大綱」（H３１年策定）には自然
史系博物館資料は明示されて
いない。

•自治体担当部局が、災害時に
自然史系博物館資料をレス
キュー対象として認知しているこ
とは初動にとって非常に大切。
🡺文化財担当者へのレクが重
要。

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/2824/00356565/osaka_bunkazai_taiko.pdf



文化財防災センターとの連携

•平常時の備えのための機関

•災害時の初動と情報収集・調整
のための機関

•すべてを解決してくれるサン
ダーバードではない。レス
キューの資金を出してくれるト
レーシー一家でも残念ながらな
い。

•地域的にはカバーされるが、自
然史標本の「保存科学研究」は
期待しづらい

https://ch-drm.nich.go.jp/wp-content/uploads/2020/10/201001_center-pamphlet.pdf



令和2年7月豪雨：人吉市で
植物標本3万点が水損
🡺全国でレスキューへ



 協力体制はできている、
制度は未整備（つまりは手弁当）



大阪市立自然史博物館でも
ダンボール２８箱を受け入れ

•たくさんの協力者が今
回も呼応してくれている
が、コロナ対策で人数
を制限

•しかし標本の価値を
知ってもらうのに良い
機会



自然科学分野の保存科学を

左記の５つの項目はどれも自然
史系に当てはまる項目。協調し
て、また自然史関係者独自にもす
すめるべき内容

•自然史系標本管理者同士の連
携と初動手順確立も重要。

•自然史標本のレスキュー技術
のノウハウ蓄積も重要

•博物館組織内・文化財関係者
への普及啓発も重要

https://ch-drm.nich.go.jp/wp-content/uploads/2020/10/201001_center-pamphlet.pdf



東日本から10年
•学芸員の世代交代も進んでい
る。改めて経験の伝承が必要

•体制の整備は急務

•他分野のレスキューノウハウも
知識・体験として知っておくべき

• R2年7月豪雨の熊本県人吉市
の前原勘次郎標本レスキューも
まだまだ進行中

•初動体制のための準備も西日
本自然史系博物館ネットワーク
などで検討中

http://id.nii.ac.jp/1504/00001495/


